
ま
た
、
結
婚
式
、
披
露
宴
も
受
付
て
お
り
ま
す
。

|~~~iiii   

「~~~~~~――――――
初

官

詣

・
十

五

三

詣

・

厄

祓

・
寿

奈

倉
え
暦

な

ど

）

家
内
安
全
、
交
通
安
全
、
商
売
繁
昌
、
安
産
、
〈
口
格
、
良
縁
戌

就
、
病
気
平
癒
な
ど
各
種
ご
祈
願
祭
を
受
付
て
お
り
ま
す
。

ご
祈
願
祭
受
付
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

交
通
の
ご
案
内

●
Ｊ
Ｒ
城
端
線
・福
野
駅
下
車
。

●
バ
ス
（庄
川
町
行
）
又
は
タ
ク
シ
ー
利
用
で
約
７
分
。

●
お
車
を
ご
利
用
の
場
合
は
北
陸
自
動
車
道

砺
波
イ
ン
タ
ー
か
ら
約
１５
分
程
。

ｍ酪『□瑯

○̈

御

鎮

庄

二

の
‐

由

緒

ガ

る
‐

古

社

南砺スーバー晨道

越
中

一宮

計重

瀬
祗
藤

□
さといもの里  天エ
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社

殿

十
鳥
破
風
と
唐
破
風
が
巨
木

の
森

に
調
和
し
て
建

つ
当
神
社
の
御
社
殿
は
、
国
費
を
も

っ
て
昭

わ
十
七
年
よ
り
数

ヶ
年

の
計
画
で
建
て
な
お
し
さ
れ
る
予
定
で
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
基
礎

工
事
が
終
了
し
た
昭
和
二
十
年
八
月
終
戦
を
型
え
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
極
東
軍
指
今
部
）
の
指
今
に
よ

っ
て

国
費
に
よ
る
建
立
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
往
吉

の
面
影
は
消
滅
し
、
参
拝
す
る
人
の
数
は
皆
無

と

い
っ
た
状
況
で
し
た
が
、
地
方

の
崇
敬
者
有
恙

の
方

マ
が
多
額
の
浄
財
や
樹
今
数
百
年
の
銘
木

を
寄
進
さ
れ
、
多
く

の
方

々
の
社
殿
建
立

の
情
熱

に
さ

ヽ
え
ら
れ
て
、
昭
わ
二
十

二
年
に
御
本
殿

（
流
造
）、
翌
年
に
拝
殿
（
入
母
屋
造
）
、
更
に
昭
和
六
十
二
年
に
唐
破
風
の
向
拝
殿
が
完
成
し
、
鎮
座

二
十
年
の
歴
史
を
健
ぶ
御
社
殿
の
完
全
な
浚
功
を
見
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

大

国

，二

命

（

天

活

工

命

五

十

猛

命

銀
神
社

の
歴
史

人

己

貴

命

）

一́
　
　
　
″

ク

ヽ
）

り

，，
い

」
御
祭
神

↑
二
神

）

（
配

祀

）

（
末

社

）
功

霊

殿

・
富

瀬

稲

荷

社

御
鎮
座
の
年
代
は
、
景
行
天
皇
の
御
代
と
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
太
古
悠
遠
の
時
代
に
属
し
ま
す
。

天
式
天
皇
の
御
代
に
壇
害
に
よ
り
勅
使
を
遣
わ

さ
れ
て
よ
り
後
、光
仁
天
皇
宝
亀
十

一
年
（七
八
〇
年
）

従
工
位
に
、さ
ら
に
清
和
天
皇
貞
観
元
年
（
八
五
九
年
）

正
三
位
に
、
安
徳
天
皇
治
承

四
年
２

一
八
〇
年
）
に

正

一
位
に
列
せ
ら
れ
ま
し
た
。
　
当
時
は
多
く
の
社

領
荘
園
を
有
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
「神
子
畑
」

と
い
う
地
名
だ
け
残

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「大
官
司
」

「勧
学
院
」
な
ど
往
時
の
面
影
を
健
ぶ
地
名
も
残

っ

て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
に
入
り
、
往
者
の
繁
栄
は
何
処

へ
。
社

頭
は
荒
廃
し
、
人
赳
も
乱
れ
た
時
代
で
し
た
。
江
戸

時
代
に
な
る
と
、

カロ
賀
藩
主
前
田
家
の
篤
き
崇
敬
の

誡
Ｃ
の
も
と
、
御
神
咸
は
高
揚
し
、
明
治
以
降
は
明

治
六
年
に
県
社
、
大
二
十
二
年
に
国
幣
小
社
と
な
り
、

翌
十
二
年
、
摂
政
官
（
昭
和
天
皇
）
の
御
使
が
御
参
拝

さ
れ
る
な
ど
皇
室
国
家
か
ら
も
篤
く
待
遇
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
二
十
年
に
大
東
工
戦
争
終
結
と
な
り
ま

し
た
が
、
戦
前
戦
後
を
通
し
、
ヽ
）
の
地
域
の
守
護
神

と
し
て
崇
敬
さ
れ
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。
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功 祈 釉

年
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稲
作
を
は
じ
め
農
作
物
全
体
に
害
虫
の

被
害
が
な
く
、豊
作
で
あ
る
よ
う
祈
る
祭
り

で
す
。

穀
倉
地
帯
、
砺
波
平
野
の
真
中
に
鎮
座
す

る
当
神
社
は
農
耕
に
関
す
る
祭
り
が
多
く
、

天
式
天
皇
の
御
代
に
は
壇
が
大
量
発
生
し
、

甚
大
な
被
害
が
出
た
た
め
朝
延
か
ら
勅
使
が

参
向
さ
れ
、
祭
儀
を
行
い
、
夜
、
松
明
を
た

い

て
壇
を
退
治
し
た
と
の
先
例
に
よ

っ
て
現
在

も
六
月
十
日
に
祭
儀
が
斎
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

御
殿

に
隣
接
す

る
功
霊
殿
は

日
清

日
露
戦
争

か
ら
大
東
亜
戦
争
ま

で
、
砺

波
地
区
か
ら
出
征
さ
れ
た
護
国

の
英
霊

と
、
当
地
方
開
拓

の
功
労
者
あ
わ
せ
て

六
、四
〇
〇
余
柱
を
お
杞
り
し
て

い
ま
す
。

功
霊
殿
本
殿
は
当
神
社
の
旧
本
殿
で
、
天

保
七
年
に
建
立
さ
れ
た
井
波
彫
刻

の
粋

を
尽
し
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
文
化
財

の

指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

奈

静
黒
　
殿

（本

社
）

廂
献

毎
年
春
早

マ
に
種

籾

の
お
狡

い
か
ら
は

じ
ま

る
献
穀

口
は
、

井
波
地
区
の
中
核
農

業
士
会

の
方

々
の
奉

耕
に
よ

っ
て
行
な
わ

れ

て
お
り
ま
す
。
御

口
植
祭
、
抜
穂
祭

の

神
事
に
は
早
乙
女
が

奉
仕
し
ま
す
。 穀

圏

―ヽ

祈
年
穀
祭
の

遣
幣
使
祭
詞

一一一一̈一＝勒驀鞭鰊
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轟
社
務
所
と
境
蜘

境
内
に
茂
る
樹
今
数
百
年
の
杉
の
巨
木
の
森
は
過

去
の
歴
史
を
語
り
か
け
、
四
季
を
通
し
て
野
烏

の
声

が
森
林
の
中
に
響
き
、

参
拝
者

の
耳
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

境
内
樹
木

の
若
木

は
各
地
か
ら
崇
敬

者

の
方

マ
が
植
樹

さ
れ
た
も
の
で
す
。

富

瀬

神

社

の

お

祭

り

月

　

次

　

祭

歳

　

日
一
　

祭

一九
　
　
　
胎
【
　
　
彗
示

昭
和
天
皇
祭
造
拝

天
　
　
神
　
　
祭

節

　

分

　

祭

紀
　
一冗
　
節
　
祭

祈

　

年

　

祭

鎮
　
　
火
　
　
祭

春
季
皇
霊
祭
遥
拝

神
武
天
皇
祭
通
拝

春

　

季

　

祭

昭
　
　
和
　
　
祭

祈

年

穀

祭

風

宮

例

祭

稲

荷

社

例

祭

夏

越

大

祓

除

　

熱

　

祭

中

　

謹

　

祭

:i:全 :i:||[:「 :::::::[

十 十 十 十 十 十 十 十 九

全

::::::[[:         
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日日 日 日  日 日 日 日 日 日日 日 日 日 日 日 日 日 日

例秋
季
皇
霊
祭
遥
拝

村
　
　
依
な
　
　
り

神

嘗

祭

通

拝

明
　
ユ凋
　
節
　
祭

神

明

宮

例

祭

七

五

三

祝

祭

新

　

嘗

　

祭

天

長

節

祭

師

走

大

祓

除

　

夜

　

祭


